
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

大阪狭山市女性のためのよりそいホットライン事業【大阪狭山市】

目的・目標

事業の特徴

新型コロナウイルス感染症により、生活困窮等によって困りごとが生じているが誰にも相
談できない女性や女児がいつでも相談できる相談手段の拡充のため、大阪狭山市男女共
同参画推進センターにて、電話による「女性のためのよりそいホットライン」を開設し、相談
につながるきっかけ作りを行った。
目標値である年度内電話相談利用者数（アウトリーチ架電を含む）50件に対し、実績は

101件（令和4年2月現在）と達成率は200％超であったことから、相談ニーズの掘り起こし、

及び相談しやすい窓口の周知について目的を達成できた。
また、男女共同参画推進センターの事業参加率が1割程度であった10代から30代につい

て、本事業の利用率が全体の約4割であったことから、若年層の男女共同参画推進セン

ターの認知度の向上、女性のための相談窓口の認知の向上を本事業の実施を通じて図る
ことができていることは大きな成果である。

コロナ禍の長期化により、特に大阪府域では社会全体への影響は未だ収束しておらず、
雇用や家庭の問題をきっかけに生活困窮や生活課題に直面するケースが継続して発生し
ている。令和3年度の事業実績を見ても、一年を通じて、新規利用者がいること、アウトリー

チにおける中期的な働きかけによる成果を検証する必要があることから、短期的な事業で
はなく、継続した事業の実施を図る必要がある。一方で、相談窓口の設置には一定の財源
が必要であり、財源確保が大きな課題である。

毎月末に、相談件数・生理用品提供数・利用者の年代等の内訳を集計し、月ごとの数
値を分析し、事業効果及び効果検証を行った。
目標値である年度内電話相談利用者数（アウトリーチ架電を含む）50件に対し、実績は

101件（令和4年2月現在）と達成率は200％超であったことから、相談ニーズの掘り起こし、

及び相談しやすい窓口の周知について目的を達成できたため、事業効果は高いといえ
る。

本市では、平成２０年（２００８年）に大阪狭山市男女共同参画推進センターを設置し、男
女共同参画推進の拠点として講座等を実施しているが、講座等に参加している年代が５０
代以上の方が多く、２０～４０代の若い世代の参加が少ない状況である。また、男女共同参
画推進センター内で、専門のカウンセラーによる「女性のための相談」を実施しているが、
利用者は主に５０代以上が大半（令和４年２月現在、令和３年度利用者全体の６０．８％）で
あり、若い世代に相談窓口があることが周知・浸透できていない。また、「女性のための相
談」については予約が必要であるが、予約が取りにくい状況の時もあり、思いついたときに、
悩みを聞いてほしいといった相談者が利用できる受け皿が整っていない。
男女共同参画を推進していくためには次世代育成が必須であると考えるため、若い世代

への男女共同参画推進センターの存在の周知とともに、若い世代がアクセスしやすい事業、
相談したい人が気軽に男女共同参画推進センターを頼ることができる事業を展開し、身近
な相談先のひとつとして認識してもらえる施設にしていくことが必要である。

・生理用品の提供を兼ねた新規事業の実施を若年層を中心に宣伝することにより、若年
層に男女共同参画推進センター自体の存在を認知してもらい、若い世代の方でも気軽
に立ち寄れる施設であることや、学校以外でも相談でき、将来自分たちの頼れる場所で
あることを知るきっかけ作りを行う。
・生理用品の提供の際に「女性のための相談窓口」のチラシも封入すると共に、女性の
ための相談窓口を案内していくことで、女性のための相談を利用する人を増やし、若い
世代に相談窓口の周知を図る。
・男女共同参画推進センターの相談機能を拡充し、若年層も相談しやすい施設への機能
強化を図る。
・相談先自体の存在を知らなかったり、自発的に相談することが難しい女性や女児が、
潜在的に抱えている相談ニーズを発掘する。
・生活困窮のため生理用品等が手配できない女性や女児への物質的な支援を、新規事
業の周知と併せて実施することで、潜在化している生活困窮者が支援につながるきっか
けを作る。
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事業の概要

大阪狭山市女性のためのよりそいホットライン事業

〇電話相談内容
・相談日時：毎月第２・４月曜日 １０時から１７時まで

第１・３火曜日 １０時から１７時まで（受付時間は１６時３０分まで）
予約不要。上記時間内ならいつでも電話を受付。

・実施期間：令和3年（2021年）８月２日から令和４年（2022年）３月３１日まで
年末年始（12/29～1/5）及び祝日は休み

・相談専用電話番号：090-2112-3970
（一度架電していただくと、専門員がかけなおします。）

相談無料、相談時間は３０分を目安とする。
相談内容や相談者の秘密は厳守。
相談状況によってはお待ちいただく場合がある。

〇生理用品の提供
・期間：令和３年８月２日から（なくなり次第終了）
・内容物：生理用ナプキン２袋、相談窓口案内のリーフレットなど
・個数：３００セット（なくなり次第終了）
・場所：男女共同参画推進センター「きらっとぴあ」（大阪狭山市狭山1-862-5）
・時間：平日 １０時から１６時３０分まで

第１・３土曜日 ９時から１１時３０分まで
※年末年始（12/29～1/5）及び祝日は休み

大阪狭山市
マスコットキャラクター

【概要】
電話での相談事業を男女共同参画推進センターにて実施することで、孤独や孤立、不安を抱えている

女性が気軽に相談できる機能を拡充させるとともに、新規事業のチラシを市内小中高校へ配布し、ポス
ターの掲示を行うことで、新規事業の周知とともに、男女共同参画推進センターの存在を若年層に知っ
てもらう。
また、昨今ニュース等で「生理の貧困」についても取り上げられており、女性や女児が声を上げること

ができないまま困窮している現状から、支援をしていく必要があるため、チラシに生理用品セットの提供
の実施についても掲載することで、よりそった支援へつなぐきっかけを作る。
提供する生理用品セットの中には、市の実施する各種相談のチラシも同封する。生理用品セットの提

供希望者の聞き取りの際に、「女性のためのよりそいホットライン」について案内することで、若い世代に
電話相談窓口を知ってもらい、利用を促す。
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